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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、わが国の株式に投資し、高
水準の配当収益と値上がり益の獲得を追求す
るとともに、米ドルへの投資効果の享受をめ
ざすことにより、信託財産の成長をめざして
おります。当作成期につきましてもそれに
沿った運用を行ないました。ここに、運用状
況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

利回り株チャンス 米ドル型
（年 4回決算型）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式

信 託 期 間 約 9年10カ月間（2013年 9 月25日～2023年 7 月14日）

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

ベ ビ ー フ ァ ン ド 利回り株チャンス・マザー
ファンドの受益証券

利回り株チャンス
･ マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場
株式（上場予定を含みます。）

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マ ザ ー フ ァ ン ド 組 入 上 限 比 率

無制限ベビーファンドの株式実質組入上限比率

マザーファンドの株式組入上限比率

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、下記
イ．およびロ．に基づき分配金額を決定します。
　イ ．各計算期末における収益分配前の基準価額
（ 1万口当り。既払分配金を加算しません。以
下同じ。）が10, 000円超の場合、10, 000円を超
える額をめどに分配金額を決定します。なお、
計算期末に向けて基準価額が大きく上昇した場
合など基準価額の動向等によっては、実際の分
配額がこれと異なる場合があります。

　ロ ．各計算期末における収益分配前の基準価額が
10, 000円以下の場合、配当等収益から分配しま
す。ただし、配当等収益が少額の場合には、分
配を行なわないことがあります。

運用報告書（全体版）
第24期（決算日　2019年10月15日）
第25期（決算日　2020年 1 月15日）

（作成対象期間　2019年 7 月17日～2020年 1 月15日）



利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）

決　　算　　期
基　　準　　価　　額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 米ドル為替レート 株　式

組　入
比　率

株　式
先　物
比　率

純資産
総 額（分配落） 税込み分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率 （参考指数） 期　中騰落率
円 円 % % 円 % % % 百万円

16期末（2017年10月16日） 8, 852 100 6. 1 1, 719. 18 6. 1 112. 08 △  0. 3 97. 3 ─ 5, 740 
17期末（2018年 1 月15日） 9, 960 10 12. 6 1, 883. 90 9. 6 110. 90 △  1. 1 98. 9 ─ 5, 993 
18期末（2018年 4 月16日） 8, 647 80 △ 12. 4 1, 736. 22 △  7. 8 107. 51 △  3. 1 94. 1 ─ 5, 009 
19期末（2018年 7 月17日） 8, 923 0 3. 2 1, 745. 05 0. 5 112. 44 4. 6 95. 0 ─ 4, 915 
20期末（2018年10月15日） 8, 674 70 △ 2. 0 1, 675. 44 △  4. 0 112. 03 △  0. 4 93. 4 2. 8 4, 719 
21期末（2019年 1 月15日） 7, 717 0 △ 11. 0 1, 542. 72 △  7. 9 108. 40 △  3. 2 95. 7 ─ 4, 069 
22期末（2019年 4 月15日） 8, 017 120 5. 4 1, 627. 93 5. 5 112. 01 3. 3 94. 1 ─ 4, 051 
23期末（2019年 7 月16日） 7, 544 0 △ 5. 9 1, 568. 74 △  3. 6 107. 97 △  3. 6 97. 6 ─ 3, 665 
24期末（2019年10月15日） 7, 747 90 3. 9 1, 620. 20 3. 3 108. 42 0. 4 95. 5 ─ 3, 515 
25期末（2020年 1 月15日） 8, 450 10 9. 2 1, 731. 06 6. 8 109. 95 1. 4 96. 1 ─ 3, 502 
（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2） 為替レートは、計算日における対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法で算出されるレートを採用していま

す。
（注 3）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 4）株式および株式先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 5）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

最近10期の運用実績
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■基準価額・騰落率
第24期首：7, 544円　    
第25期末：8, 450円（既払分配金100円）
騰 落 率：13. 4％（分配金再投資ベース） 

■基準価額の主な変動要因
当作成期の国内株式市況は、世界的な金融緩和や米中通商協議に対する進展期待の高まりなどを
受けて上昇しました。当ファンドは、「利回り株チャンス・マザーファンド」の受益証券を通じて
わが国の株式に投資するとともに、純資産総額とほぼ同額の米ドルに投資した結果、国内株式市況
が上昇したことにより、基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照くだ
さい。

運用経過

基準価額等の推移について 
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第23期末
（2019. 7. 16）

第24期末
（2019. 10. 15）

第25期末
（2020. 1. 15）

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）

年　　月　　日
基　準　価　額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 米ドル為替レート 株　式

組　入
比　率

株　式
先　物
比　率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 % % 円 % % %

第24期

（期 首）2019年 7 月16日 7, 544 ─ 1, 568. 74 ─ 107. 97 ─ 97. 6 ─ 
7 月末　 7, 541 △ 0. 0 1, 565. 14 △  0. 2 108. 64 0. 6 97. 1 ─ 
8 月末　 7, 059 △ 6. 4 1, 511. 86 △  3. 6 106. 46 △  1. 4 96. 1 ─ 
9 月末　 7, 612 0. 9 1, 587. 80 1. 2 107. 92 △  0. 0 95. 9 ─ 

（期 末）2019年10月15日 7, 837 3. 9 1, 620. 20 3. 3 108. 42 0. 4 95. 5 ─ 

第25期

（期 首）2019年10月15日 7, 747 ─ 1, 620. 20 ─ 108. 42 ─ 95. 5 ─ 
10月末　 8, 056 4. 0 1, 667. 01 2. 9 108. 88 0. 4 95. 5 ─ 
11月末　 8, 262 6. 6 1, 699. 36 4. 9 109. 56 1. 1 96. 1 ─ 
12月末　 8, 461 9. 2 1, 721. 36 6. 2 109. 56 1. 1 96. 4 ─ 

（期 末）2020年 1 月15日 8, 460 9. 2 1, 731. 06 6. 8 109. 95 1. 4 96. 1 ─ 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
国内株式市況は、当作成期首より、欧米の中央銀行による利下げ期待がある一方、米中通商協議
に対する不透明感から、横ばい圏で推移しました。2019年 8 月には、米国が再び対中追加関税の対
象を拡大する方針を表明したことが嫌気され株価は下落したものの、 9月以降は、米国が連続利下
げを実施したことで過度な景気後退懸念が後退したことや、米中間で通商問題の部分合意がなされ
たことなどが好感され、株価は上昇しました。

■為替相場
米ドルは対円で上昇（円安）しました。
米ドル円為替相場は、当作成期首より、米中貿易摩擦の激化によって市場のリスク回避姿勢が後
退したことから、下落して始まりました。2019年 9 月以降は、米中貿易摩擦への懸念の後退に加え
て、香港情勢の改善や英国の合意なきＥＵ（欧州連合）離脱懸念の後退などが投資家心理の改善に
つながったことから、米ドルは対円で上昇しました。

投資環境について （2019. 7. 17 ～ 2020. 1. 15）

■当ファンド
「利回り株チャンス・マザーファンド」を高位に組み入れる方針です。また、当ファンドの運用
方針にのっとり、信託財産の純資産総額と同程度の外国為替予約取引（円売り／米ドル買い）を行
います。
■利回り株チャンス・マザーファンド

わが国の株式の中から、相対的に予想配当利回りが高いと判断される銘柄を中心に投資候補銘柄
を選定し、その中から財務状況、業績動向、配当政策、株価水準、流動性等を勘案して銘柄を選別
し、ポートフォリオを構築していきます。

前作成期末における「今後の運用方針」

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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■当ファンド
「利回り株チャンス・マザーファンド」を高位に組み入れました。また、当ファンドの運用方針
にのっとり、信託財産の純資産総額と同程度の外国為替予約取引（円売り／米ドル買い）を行いま
した。

■利回り株チャンス・マザーファンド
わが国の株式の中から、相対的に予想配当利回りが高いと判断される銘柄を中心に投資候補銘柄
を選定し、その中から財務状況、業績動向、配当政策、株価水準、流動性等を勘案して銘柄を選別
し、ポートフォリオを構築しました。
株式組入比率（株式先物を含む。）は、90％程度以上の高位を維持しました。
業種構成は、機械、建設業、ガラス・土石製品などの比率を引き上げる一方、医薬品、食料品、
卸売業などの比率を引き下げました。
個別銘柄では、業績見通しや株価指標などを総合的に勘案し、ソフトバンク、ＩＨＩ、キトーな
どを組み入れた一方で、住友商事、阪和興業、ローソンなどを売却しました。

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数（ＴＯＰＩＸ）との騰落率の対比です。当ファン
ドは運用スキーム上、参考指数と比較して輸送用機器や銀行業の組入比率が高く、電気機器の組入比
率が低いという特徴があります。

ベンチマークとの差異について

ポートフォリオについて （2019. 7. 17 ～ 2020. 1. 15）

基準価額
ＴＯＰＩＸ
米ドル為替レート（対円）

第24期
（2019. 7. 16～
2019. 10. 15）

第25期
（2019. 10. 15～
2020. 1. 15）

（％）

0. 0

2. 0

4. 0

6. 0

10. 0

8. 0

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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分配金について

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
第24期 第25期

2019年 7 月17日 2019年10月16日
～2019年10月15日 ～2020年 1 月15日

当期分配金（税込み） （円） 90 10 

対基準価額比率 （％） 1. 15 0. 12 
当期の収益 （円） 90 10 
当期の収益以外 （円） ─  ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 871 875 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配

に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配
に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場
合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率
で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項　　　　目 第24期 第25期

（ａ）経費控除後の配当等収益  101. 44円  14. 21円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00　  0. 00　
（ｃ）収益調整金 253. 72　 261. 14　
（ｄ）分配準備積立金 606. 21　 610. 39　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 961. 37　 885. 75　
（ｆ）分配金 90. 00　 10. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 871. 37　 875. 75　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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■当ファンド
「利回り株チャンス・マザーファンド」を高位に組み入れる方針です。また、当ファンドの運用
方針にのっとり、信託財産の純資産総額と同程度の外国為替予約取引（円売り／米ドル買い）を行
います。
■利回り株チャンス・マザーファンド

わが国の株式の中から、相対的に予想配当利回りが高いと判断される銘柄を中心に投資候補銘柄
を選定し、その中から財務状況、業績動向、配当政策、株価水準、流動性等を勘案して銘柄を選別
し、ポートフォリオを構築していきます。

今後の運用方針

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第24期～第25期

（2019. 7. 17～2020. 1. 15） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  61円 0. 786％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は7, 804円です。

（投信会社）  （30）  （0. 382） 
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販売会社）  （30）  （0. 382） 
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託銀行）  （2）  （0. 022） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  1   0. 018  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株　  　式）  （1）  （0. 018） 

有価証券取引税  ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  0   0. 003  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監査費用）  （0）  （0. 003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ  の  他）  （0）  （0. 000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 　 　 計  63   0. 807  

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五入

してあります。   
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各
項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万口
当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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参考情報

総経費率
1. 57%

運用管理費用
（投信会社）
0. 76％

運用管理費用
（販売会社）
0. 76％

運用管理費用（受託会社）
0. 04％

その他費用 0. 01％

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 57％です。

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2019年 7 月17日から2020年 1 月15日まで）
決　算　期 第　24　期　～　第　25　期

設　　定 解　　約
口　数 金　額 口　数 金　額

千口 千円 千口 千円 
利回り株チャンス・
マザーファンド 273, 220 441, 140 623, 733 1, 005, 600 

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　類 第 23 期 末 第 25 期 末
口　数 口　数 評　価　額

千口 千口 千円 
利回り株チャンス・
マザーファンド 2, 342, 297 1, 991, 784 3, 471, 880 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2020年 1 月15日現在

項　　　　　目 第　25　期　末
評　価　額 比　　率

千円 % 
利回り株チャンス・マザーファンド 3, 471, 880 98. 1 
コール・ローン等、その他 65, 779 1. 9 
投資信託財産総額 3, 537, 659 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
（1）ベビーファンドにおける当作成期中の利害関係人との

取引状況

　当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。

（3） 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2019年 7 月17日から2020年 1 月15日まで）
項　　　　　目 第　24　期　～　第　25　期

売買委託手数料総額（A） 638千円 
うち利害関係人への支払額（B） 342千円 
（B）／（A） 53. 6% 
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支

払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券です。■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

（2019年 7 月17日から2020年 1 月15日まで）

項　　　　　目
第　24　期　～　第　25　期
利回り株チャンス・マザーファンド

（ａ）期中の株式売買金額 2, 596, 831千円 
（b）期中の平均組入株式時価総額 5, 861, 407千円 
（c）売買高比率（ａ）／（ｂ） 0. 44 
（注１）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注２）単位未満は切捨て。

（2）マザーファンドにおける当作成期中の利害関係人と
の取引状況

（2019年 7 月17日から2020年 1 月15日まで）
決　算　期 第　24　期　～　第　25　期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ 売付額等Ｃ

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 % 百万円 百万円 %

株式 885 294 33. 2 1, 710 123 7. 2 
コール・ローン 17, 599 ─ ─ ─ ─ ─ 
（注）平均保有割合57. 6％
　※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファ

ンドのマザーファンド所有口数の割合。
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利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項 目 第24期末 第25期末
（Ａ）資産 6, 982, 285, 109円 7, 033, 169, 189円

コール・ローン等 18, 614, 243  30, 179, 141  
利回り株チャンス・
マザーファンド（評価額） 3, 498, 110, 866  3, 471, 880, 048  
未収入金 3, 465, 560, 000  3, 531, 110, 000  

（Ｂ）負債 3, 467, 216, 450  3, 530, 556, 662  
未払金 3, 410, 128, 000  3, 495, 509, 760  
未払収益分配金 40, 834, 587  4, 144, 869  
未払解約金 2, 848, 180  16, 607, 472  
未払信託報酬 13, 358, 626  14, 198, 256  
その他未払費用 47, 057  96, 305  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 3, 515, 068, 659  3, 502, 612, 527  
元本 4, 537, 176, 438  4, 144, 869, 273  
次期繰越損益金 △  1, 022, 107, 779  △  642, 256, 746  

（Ｄ）受益権総口数 4, 537, 176, 438口 4, 144, 869, 273口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 7, 747円 8, 450円

＊ 第23期末における元本額は4, 859, 703, 327円、当作成期間（第24期～第25期）中に
おける追加設定元本額は50, 746, 585円、同解約元本額は765, 580, 639円です。
＊第25期末の計算口数当りの純資産額は8, 450円です。 
＊第25期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は642, 256, 746円です。

（2019年10月15日）、（2020年 1 月15日）現在

■損益の状況
第24期　自2019年 7 月17日　至2019年10月15日
第25期　自2019年10月16日　至2020年 1 月15日

項 目 第24期 第25期
（Ａ）配当等収益 △  6, 517円 △  2, 881円

受取利息 294  156  
支払利息 △  6, 811  △  3, 037  

（Ｂ）有価証券売買損益 146, 753, 728  306, 256, 927  
売買益 282, 642, 103  379, 320, 899  
売買損 △  135, 888, 375  △  73, 063, 972  

（Ｃ）信託報酬等 △  13, 405, 708  △  14, 247, 605  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 133, 341, 503  292, 006, 441  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  830, 061, 489  △  665, 858, 011  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  284, 553, 206  △  264, 260, 307  
（配当等相当額） （ 115, 117, 969） （ 108, 239, 851） 
（売買損益相当額） （△  399, 671, 175） （△  372, 500, 158） 

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △  981, 273, 192  △  638, 111, 877  
（Ｈ）収益分配金 △  40, 834, 587  △  4, 144, 869  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △  1, 022, 107, 779  △  642, 256, 746  
追加信託差損益金 △  284, 553, 206  △  264, 260, 307  
（配当等相当額） （ 115, 117, 969） （ 108, 239, 851） 
（売買損益相当額） （△  399, 671, 175） （△  372, 500, 158） 
分配準備積立金 280, 241, 166  254, 747, 958  
繰越損益金 △  1, 017, 795, 739  △  632, 744, 397  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。  

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場
合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照く
ださい。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第24期 第25期

（ａ）経費控除後の配当等収益 46, 026, 714円 5, 893, 478円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　  0　
（ｃ）収益調整金 115, 117, 969　 108, 239, 851　
（ｄ）分配準備積立金 275, 049, 039　 252, 999, 349　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 436, 193, 722　 367, 132, 678　
（ｆ）分配金 40, 834, 587　 4, 144, 869　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 395, 359, 135　 362, 987, 809　
（ｈ）受益権総口数 4, 537, 176, 438口 4, 144, 869, 273口
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利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

収　　益　　分　　配　　金　　の　　お　　知　　ら　　せ

１ 万 口 当 り 分 配 金
第　24　期 第　25　期
90円 10円

●＜分配金再投資コース＞をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。
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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定を含みます。）
株式組入制限 無制限

利回り株チャンス・マザーファンド
運用報告書　第 7期　（決算日　2020年 1 月15日）

（作成対象期間　2019年 1 月16日～2020年 1 月15日）

利回り株チャンス・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。
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利回り株チャンス・マザーファンド

◆投資環境について
　○国内株式市況

国内株式市況は上昇しました。
国内株式市況は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理
事会）議長が金融政策の軟化を示唆したことが好感されたほか、
2019年 2 月に開催された米中閣僚級協議などにより通商協議の進展
期待が高まり上昇しました。しかし、 5月に入り米国が中国製品へ
の関税率の引き上げや対象範囲の拡大方針を発表したこと、また中
国の通信機器大手メーカーに対する取引制限措置を実施したことな
どにより不透明感が高まり、株価は下落しました。下落一巡後は、
世界景気の動向などに不透明感がある中で、 6月末に開催された米
中首脳会談で一定の関係改善が見られたことや米国の利下げ期待が
支えとなり、株価は底堅く推移しました。その後 8月には、米国が
再び対中追加関税の対象を拡大する方針を表明したことが嫌気され
株価は下落したものの、 9月以降は、米国が連続利下げを実施した
ことで過度な景気後退懸念が後退したことや、米中間で通商問題の
部分合意がなされたことなどが好感され、株価は上昇しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
わが国の株式の中から、相対的に予想配当利回りが高いと判断され

る銘柄を中心に投資候補銘柄を選定し、その中から、財務状況、業績
動向、配当政策、株価水準、流動性等を勘案して銘柄を選別し、ポー
トフォリオを構築していきます。
◆ポートフォリオについて

わが国の株式の中から、相対的に予想配当利回りが高いと判断され
る銘柄を中心に投資候補銘柄を選定し、その中から財務状況、業績動
向、配当政策、株価水準、流動性等を勘案して銘柄を選別し、ポート
フォリオを構築しました。
株式組入比率（株式先物含む。）は、90％程度以上の高位を維持し

ました。
業種構成は、機械、情報・通信業、ガラス・土石製品などの比率を

引き上げる一方、その他金融業、化学、小売業などの比率を引き下げ
ました。
個別銘柄では、業績見通しや株価指標などを総合的に勘案し、ソフ

トバンク、Ｚホールディングス、ＩＨＩなどを組み入れた一方で、住
友商事、双日、住友化学などを売却しました。
◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
当作成期の当ファンドの基準価額と参考指数（ＴＯＰＩＸ）の騰落

率は、｢当作成期中の基準価額と市況等の推移｣ をご参照ください。
当ファンドは運用スキーム上、参考指数と比較して電気機器の組入

比率が低いという特徴があります。参考指数は国内株式市場の動向を
表す代表的な指数として掲載しております。

《今後の運用方針》　
わが国の株式の中から、相対的に予想配当利回りが高いと判断される
銘柄を中心に投資候補銘柄を選定し、その中から、財務状況、業績動
向、配当政策、株価水準、流動性等を勘案して銘柄を選別し、ポート
フォリオを構築していきます。

期　首
（2019. 1. 15）

期　末
（2020. 1. 15）

14, 000

16, 000

15, 000

17, 000

18, 000
（円）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：15, 793円　期末：17, 431円　騰落率：10. 4%
【基準価額の主な変動要因】

当作成期は、世界的な金融緩和や米中通商協議に対する進展期待の
高まりなどを受けて国内株式市況が上昇したことにより、基準価額も
上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

年　月　日
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ 株 式

組 入
比 率

株 式
先 物
比 率騰落率（参考指数）騰落率

円 ％ ％ ％ ％
（期 首）2019年 1 月15日 15, 793 ─ 1, 542. 72 ─ 96. 0 ─ 

1 月末　 16, 015 1. 4 1, 567. 49 1. 6 96. 2 ─ 
2 月末　 16, 048 1. 6 1, 607. 66 4. 2 96. 8 ─ 
3 月末　 15, 854 0. 4 1, 591. 64 3. 2 95. 1 ─ 
4 月末　 15, 912 0. 8 1, 617. 93 4. 9 91. 9 3. 1 
5 月末　 14, 864 △ 5. 9 1, 512. 28 △  2. 0 92. 6 3. 2 
6 月末　 15, 349 △ 2. 8 1, 551. 14 0. 5 96. 2 ─ 
7 月末　 15, 546 △ 1. 6 1, 565. 14 1. 5 97. 4 ─ 
8 月末　 14, 848 △ 6. 0 1, 511. 86 △  2. 0 96. 9 ─ 
9 月末　 15, 802 0. 1 1, 587. 80 2. 9 96. 4 ─ 
10月末　 16, 780 6. 2 1, 667. 01 8. 1 96. 3 ─ 
11月末　 17, 108 8. 3 1, 699. 36 10. 2 97. 0 ─ 
12月末　 17, 503 10. 8 1, 721. 36 11. 6 96. 8 ─ 

（期 末）2020年 1 月15日 17, 431 10. 4 1, 731. 06 12. 2 97. 0 ─ 
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。

上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
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利回り株チャンス・マザーファンド

■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 9円
（株式） （9） 
（先物・オプション） （0） 
有価証券取引税 ─
その他費用 0  
（その他） （0） 

合 計 9  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲の「 1万口当りの費用の明細」の

項目の概要をご参照ください。
（注 2） 項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■売買および取引の状況
（1）株　式

（2019年 1 月16日から2020年 1 月15日まで）
買　　　付 売　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額

国内
千株 千円 千株 千円

1, 559. 2 2, 236, 205 2, 457. 125 3, 472, 192 
（△ 2. 775) ( ─)

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

（2）先物取引の種類別取引状況
（2019年 1 月16日から2020年 1 月15日まで）

種　　類　　別 買　　　建 売　　　建
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額

国
内 株式先物取引

百万円 百万円 百万円 百万円

412 403 ─ ─
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
株　式

（2019年 1 月16日から2020年 1 月15日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　　数 金　　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　　数 金　　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
ソフトバンク 67．1 98，608 1，469 大和ハウス 55 176, 720 3, 213 
Ｚホールディングス 272. 9 87, 325 319 住友商事 90 143, 649 1, 596 
ＩＨＩ 27 72, 323 2, 678 伊藤忠 68. 2 139, 069 2, 039 
伊藤忠 27 62, 907 2, 329 ＮＴＴドコモ 42. 2 115, 390 2, 734 
大和ハウス 18. 4 62, 571 3, 400 トヨタ自動車 16. 3 111, 192 6, 821 
住友林業 39. 7 62, 383 1, 571 双日 300 105, 875 352 
阪和興業 17. 8 58, 765 3, 301 三菱ＵＦＪフィナンシャルＧ 179. 6 100, 514 559 
三井化学 20. 5 57, 673 2, 813 アドバンテスト 27. 6 97, 325 3, 526 
キトー 35. 2 56, 364 1, 601 三菱商事 32. 9 95, 777 2, 911 
ＴＯＫＡＩホールディングス 56 50, 427 900 日本たばこ産業 33．8 83，695 2，476 
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。
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利回り株チャンス・マザーファンド
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■組入資産明細表
国内株式

銘　　　　　柄
期　　首 当　期　末
株　　数 株　　数 評 価 額

千株 千株 千円 
建設業（7. 4%）
ミライト・ホールディングス ─ 12. 5 21, 525 
大成建設 6 7 31, 570 
大林組 40 ─ ─ 
熊谷組 15 15 48, 975 
五洋建設 75 50 33, 350 
住友林業 ─ 20. 1 31, 898 
大和ハウス 62. 5 25. 9 88, 914 
ライト工業 25 20 31, 040 
積水ハウス 35 25 59, 762 
協和エクシオ 7. 5 12. 5 34, 887 
九電工 ─ 12. 5 40, 687 
ＯＳＪＢ ＨＤ ─ 52 13, 936 
食料品（1. 1%）
太陽化学 ─ 0. 2 422 
日本たばこ産業 60 26. 2 63, 456 
繊維製品（0. 6%）
東洋紡 ─ 22. 8 35, 818 
帝人 25 ─ ─ 
化学（6. 0%）
旭化成 55 55 65, 450 
昭和電工 12. 5 ─ ─ 
住友化学 130 ─ ─ 
片倉コープアグリ 10 ─ ─ 
三井化学 5 6. 9 18, 188 
三菱ケミカルＨＬＤＧＳ 115 128. 8 105, 087 
タキロンシーアイ ─ 51. 9 37, 264 
旭有機材 ─ 23. 5 40, 349 
リケンテクノス ─ 18. 4 9, 476 
三洋化成 ─ 1. 3 6, 877 
ＤＩＣ 7. 5 ─ ─ 
デクセリアルズ ─ 24 25, 728 
天馬 ─ 3. 7 7, 429 
バルカー ─ 13. 6 34, 680 
医薬品（6. 1%）
武田薬品 50 60 263, 940 
アステラス製薬 65 33. 7 63, 928 
田辺三菱製薬 15 ─ ─ 
沢井製薬 5. 5 ─ ─ 
大塚ホールディングス 15 6. 3 31, 090 
石油・石炭製品（1. 9%）
昭和シエル石油 72. 5 ─ ─ 
出光興産 ─ 29. 2 85, 643 
ＪＸＴＧホールディングス 110 48. 5 23, 886 
ゴム製品（1. 2%）
ブリヂストン 20 17. 5 70, 175 

銘　　　　　柄
期　　首 当　期　末
株　　数 株　　数 評 価 額

千株 千株 千円 
ガラス・土石製品（2. 4%）
ＡＧＣ 7. 5 ─ ─ 
日本電気硝子 7. 5 ─ ─ 
住友大阪セメント ─ 4 18, 440 
東海カーボン ─ 15 15, 540 
黒崎播磨 ─ 6. 2 39, 742 
フジミインコーポレーテッド 5 ─ ─ 
ニチアス ─ 24. 3 66, 411 

鉄鋼（0. 6%）
日本製鉄 20 20 33, 870 
ＪＦＥホールディングス 7. 5 ─ ─ 

非鉄金属（2. 3%）
大紀アルミニウム 15 25 19, 025 
日本軽金属ＨＤ 25 ─ ─ 
三井金属 ─ 15. 1 42, 687 
住友鉱山 ─ 5 17, 145 
住友電工 30 11. 5 18, 572 
アサヒＨＤ ─ 12. 9 35, 023 

金属製品（0. 7%）
ＳＵＭＣＯ 25 20. 1 38, 431 

機械（4. 5%）
アマダホールディングス 10 ─ ─ 
ＤＭＧ森精機 7. 5 34. 7 58, 087 
ソデイツク ─ 15. 8 15, 231 
小松製作所 20 ─ ─ 
三精テクノロジーズ ─ 14. 5 12, 832 
北越工業 ─ 20. 8 27, 664 
キトー ─ 35. 2 58, 854 
ＪＵＫＩ ─ 22. 5 19, 035 
日本精工 15 ─ ─ 
ＩＨＩ ─ 27 76, 113 
電気機器（5. 8%）
ブラザー工業 ─ 8. 4 19, 269 
三菱電機 20 20 30, 510 
パナソニック 30 30 32, 655 
アドバンテスト 30 12. 4 77, 004 
エスペック ─ 13. 3 30, 084 
ウシオ電機 ─ 11. 5 19, 837 
ファナック 5 1. 6 33, 160 
キヤノン 17. 5 10. 7 32, 870 
東京エレクトロン 1. 5 2. 7 67, 500 
輸送用機器（10. 9%）
豊田自動織機 5 10 63, 300 
デンソー 15 13. 9 68, 054 
日産自動車 45 27. 4 17, 193 
トヨタ自動車 55 38. 7 296, 906 
三菱自動車工業 30 36. 5 16, 352 
アイシン精機 11 11. 8 45, 489 
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銘　　　　　柄
期　　首 当　期　末
株　　数 株　　数 評 価 額

千株 千株 千円 
本田技研 45 38. 4 116, 851 
ＳＵＢＡＲＵ 7. 5 6. 3 16, 821 
ヤマハ発動機 17. 5 ─ ─ 
精密機器（1. 2%）
セイコーＨＤ ─ 17. 7 52, 073 
ニプロ 17. 5 15. 5 19, 886 
その他製品（━）
バンダイナムコＨＬＤＧＳ 5 ─ ─ 
電気・ガス業（━）
関西電力 15 ─ ─ 
陸運業（0. 8%）
西日本旅客鉄道 8. 5 ─ ─ 
センコーグループＨＬＤＧＳ 25 25 22, 825 
九州旅客鉄道 10 6 21, 840 
空運業（━）
日本航空 15 ─ ─ 
情報・通信業（10. 6%）
Ｚホールディングス 135 254. 5 116, 815 
マーベラス 20 ─ ─ 
日本電信電話 40 80 223, 600 
ＫＤＤＩ 55 40. 5 132, 435 
ソフトバンク ─ 67. 1 99, 106 
光通信 1 ─ ─ 
ＮＴＴドコモ 52. 5 10. 3 31, 775 
コナミホールディングス 6 4. 5 20, 137 
卸売業（12. 2%）
双日 300 ─ ─ 
アルコニックス ─ 23. 1 32, 247 
ダイワボウＨＤ 5. 5 4. 7 30, 221 
ＴＯＫＡＩホールディングス ─ 56 59, 752 
三洋貿易 12. 5 13. 2 33, 620 
ダイトロン ─ 16. 3 32, 029 
伊藤忠 90 48. 8 124, 757 
丸紅 70 ─ ─ 
三井物産 90 90. 9 177, 482 
日立ハイテクノロジーズ 5 ─ ─ 
スターゼン ─ 3. 9 16, 809 
住友商事 90 ─ ─ 
三菱商事 87. 5 54. 6 157, 193 
阪和興業 2. 5 ─ ─ 
伊藤忠エネクス 25 ─ ─ 
日鉄物産 2 11. 1 56, 610 
ジェコス 12. 5 ─ ─ 
小売業（0. 6%）
ローソン 10 ─ ─ 
Ｊ．フロント リテイリング ─ 24. 5 37, 583 
セブン＆アイ・ＨＬＤＧＳ 10 ─ ─ 
銀行業（9. 8%）
あおぞら銀行 12. 5 ─ ─ 

銘　　　　　柄
期　　首 当　期　末
株　　数 株　　数 評 価 額

千株 千株 千円 
三菱ＵＦＪフィナンシャルＧ 475 295. 4 171, 007 
りそなホールディングス 150 75 34, 905 
三井住友トラストＨＤ 20 10 42, 050 
三井住友フィナンシャルＧ 72. 5 58. 4 231, 731 
セブン銀行 125 135 45, 360 
みずほフィナンシャルＧ 450 300 49, 590 
証券、商品先物取引業（1. 5%）
ＳＢＩホールディングス 30 22. 7 55, 342 
野村ホールディングス ─ 59 33, 807 
東海東京ＨＤ 10 ─ ─ 
保険業（6. 7%）
ＳＯＭＰＯホールディングス 5. 5 7. 5 31, 612 
ＭＳ＆ＡＤ 22. 5 22. 5 82, 305 
第一生命ＨＬＤＧＳ 35 15 26, 212 
東京海上ＨＤ 42 41. 2 251, 814 
Ｔ＆Ｄホールディングス 10 ─ ─ 
その他金融業（1. 8%）
日立キャピタル 12. 5 ─ ─ 
オリックス 60 57. 5 106, 058 
不動産業（1. 0%）
東京建物 32. 5 35 59, 570 
サンフロンティア不動産 7. 5 ─ ─ 
サービス業（2. 5%）
日本工営 ─ 9. 3 32, 689 
ミクシィ 7. 5 7. 5 15, 142 
電通グループ 10 10 37, 700 
ベルシステム24ＨＬＤＧＳ ─ 21. 8 35, 076 
丹青社 40 18. 1 23, 620 

合 計
千株 千株 千円 

株 数、 金 額 4, 417 3, 516. 3 5, 886, 399 
銘柄数 <比率> 103銘柄 105銘柄 <97. 0%> 

（注 1）銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する各業種の比率。
（注 2）合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 3）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2020年 1 月15日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株式 5, 886, 399 96. 4 
コール・ローン等、その他 217, 029 3. 6 
投資信託財産総額 6, 103, 429 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。 
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
2020年 1 月15日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 6, 103, 429, 245円

コール・ローン等 189, 181, 639  
株式（評価額） 5, 886, 399, 430  
未収入金 17, 780, 176  
未収配当金 10, 068, 000  

（Ｂ）負債 33, 299, 140  
未払金 18, 149, 140  
未払解約金 15, 150, 000  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 6, 070, 130, 105  
元本 3, 482, 447, 416  
次期繰越損益金 2, 587, 682, 689  

（Ｄ）受益権総口数 3, 482, 447, 416口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 17, 431円

＊ 期首における元本額は4, 464, 448, 395円、当作成期間中における追加設定元本額は
475, 394, 523円、同解約元本額は1, 457, 395, 502円です。 
＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、利回り
株チャンス13－03（年 4回決算型）1, 490, 662, 637円、利回り株チャンス　米ドル
型（年 4回決算型）1, 991, 784, 779円です。 
＊当期末の計算口数当りの純資産額は17, 431円です。 

■損益の状況
当期　自2019年 1 月16日　至2020年 1 月15日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 237, 366, 819円

受取配当金 237, 352, 770  
受取利息 1, 360  
その他収益金 148, 353  
支払利息 △  135, 664  

（Ｂ）有価証券売買損益 355, 536, 702  
売買益 709, 228, 121  
売買損 △  353, 691, 419  

（Ｃ）先物取引等損益 △  9, 631, 080  
取引損 △  9, 631, 080  

（Ｄ）その他費用 △  24, 483  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 583, 247, 958  
（Ｆ）前期繰越損益金 2, 586, 303, 752  
（Ｇ）解約差損益金 △  868, 174, 498  
（Ｈ）追加信託差損益金 286, 305, 477  
（Ｉ）合計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ） 2, 587, 682, 689  

次期繰越損益金（Ｉ） 2, 587, 682, 689  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。 
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。
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